




















































 過去 2年と同様に 2014年度も 2015年ＮＰＴ再検討会議の第 3回準備委員会（14年 4月 28日
～5月 9日、ニューヨーク）をモニターし、日々の情勢をブログ発信した。2名の教員をニューヨ
ークに派遣するとともに在留教員・事務職員がチームを組んで取り組んだ。また、長崎新聞との
連携事業として、連載記事「長大 RECNA・NPT 第 3 回準備委員会」（全 8 回）に取り組んだ。
会議の主要文献を翻訳しウェブに掲載した。第 68 回国連総会第 1 委員会（14 年 10 月 7 日～11
月 5 日）についても、そこで採択された注目決議のいくつかを翻訳しウェブ掲載した。さらに、
2014 年 12月に開催された 3回目となる「核兵器の人道上の影響に関する国際会議（14年 12月
8日～9日、ウィーン）に教員 1名（中村）を派遣して会議動向をモニターした。市民向け報告会











第 1回ワークショップ（長崎）、第 2回ワークショップ（ソウル）に続いて、第 3回「北東ア
ジアの非核化と世界の非核化――北東アジア非核兵器地帯への包括的アプローチ：ワークショッ
プⅢ」を東京において開催した（2014 年 9 月 14～16 日）。参加者は日本 42 人、韓国 11 人、他





































から、多文化社会学部の近江准教授に変更になった。モジュールⅡ（2 年次生対象、5 科目中 3
科目以上選択必修）が前期 2 科目、後期 3 科目開講された。受講生は、各科目 30～60 名前後で
あった。モジュール科目は今年度で 3年目になるが、毎年履修を希望する学生は増加している 
後者に関しては、核兵器廃絶長崎連絡協議会の「ナガサキ・ユース代表団」派遣事業を中心に
様々な活動が組み立てられた。ユース代表団の第 2 期生は書類審査と英語面接を経て 8 名が選考
されたが、8名のうち 2名は、経験の継承をはかるべく 1期生メンバーから「OB/OG枠」として








者の核問題関連活動を牽引している。2014 年 8月 10 日には、ニューヨークで出会ったドイツの
若者らを招いて核問題での模擬国連を行った。12月には広島へのスタディツアーを実施し、両被
爆地の若者の連携強化を図るなどした。 
年度内に第 3 期生の選考が行われ準備活動が開始した。11 月 24 日に二次面接が行われ、2 期





学が 2016 年度から 6 年間を対象とする第 3 期中期計画を策定することと平行して RECNA の新
しいビジョンを描くことになった。2015年 3月に開催された運営委員会では、①研究活動の強化
によって被爆地長崎から世界に発信する研究者集団を目指すこと、②社会貢献・政策提言の分野
において、北東アジア非核化をめざす「ナガサキ・プロセス」に取り組むこと、③人材教育・育
成の取り組みにおいては、大学院教育への関与を視野にいれながら核軍縮・不拡散に貢献する「長
崎大学ブランド」の人材育成を目指すこと、の 3 本柱によるビジョンが掲げられた。職員の人的
体制も一新される中で、RECNAは新しい挑戦に取り組むことになる。 
RECNA の活動は国内外を超えて多くの方々からの支援を得て行われている。温かい支援に心
から感謝を申し上げたい。 
＜はじめに＞設立3年目の節目
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